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平成 26 年 12 月 19 日 

各 位 

    会 社 名  三菱瓦斯化学株式会社 

 代表者名 取締役社長 倉井 敏磨 

(コード番号:4182 東証第一部) 

 問合せ先 広報ＩＲ部長 加嶋 佳尚 

  (Tel：03-3283-5041) 

 

 

カナダカナダカナダカナダ    ブリティッシュブリティッシュブリティッシュブリティッシュ・・・・コロンビア州におけるシェールガス・コロンビア州におけるシェールガス・コロンビア州におけるシェールガス・コロンビア州におけるシェールガス・LNGLNGLNGLNG プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト    

参画に向けた参画に向けた参画に向けた参画に向けた子会社の設立に関するお知らせ子会社の設立に関するお知らせ子会社の設立に関するお知らせ子会社の設立に関するお知らせ    

 

 当社は、下記のとおりカナダに子会社を設立することを決定いたしましたので、お知らせいた

します。 

 

1.1.1.1.    子会社設立の目的子会社設立の目的子会社設立の目的子会社設立の目的    

    

  当社は、マレーシア国営石油会社である Petroliam Nasional Berhad（以下、PETRONAS 社、

子会社含む）が推進するカナダのブリティッシュ・コロンビア州（以下、同州）におけるシェ

ールガス開発・生産プロジェクト及び同州西海岸で検討中の LNG（液化天然ガス）プロジェクト

（以下、本プロジェクト）に参画することを決定いたしました。 

 

また、本プロジェクトに参画するために、新たに設立した子会社 MGC Montney Holdings Ltd. 

（以下、MML 社）より、石油資源開発株式会社（以下、JAPEX 社）の子会社であり、本プロジェ

クトに対して 10％の権益を有する JAPEX Montney Ltd.（以下、JML 社）への出資を行います。 

 

  当社は、MML 社が JML 社へ 10％出資することで、JML 社が有する権益の 10％を取得し、同州

西海岸においてシェールガスを LNG 化し輸出する事業（Pacific Northwest LNG プロジェクト、

生産量 1,200 万トン/年を予定）の LNG（12 万トン/年を予定）を、引取権を伴わせて取得する

予定です。 

 

  本プロジェクトのオペレーターである PETRONAS 社は、LNG 事業において豊富な経験を有して

おり、今回当社が参画する鉱区においても、既にシェールガスの開発・生産・販売を開始して

おります。今後増産される予定のシェールガスは、新設されるパイプラインで同州西海岸プリ

ンス・ルパートまで輸送され、建設予定の LNG プラントで LNG 化のうえ輸出される計画です。 
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また、JAPEX 社は、国内外に石油や天然ガス資源等の権益を有し、開発・生産・販売を行う

など、エネルギー開発に関して豊富な知見と高い技術力を有しております。当社とは、東新潟

油ガス田及び岩船沖油ガス田の開発を手掛けるなど、エネルギー開発のパートナーとして、緊

密な関係を形成しております。 

 

  当社は、1952 年、我が国で初めて新潟県の地下に存在する天然ガスを原料とするメタノール

の合成に成功しました。以来、当社は、JAPEX 社を初めとする資源開発会社と共同で天然ガスの

探鉱開発を行うとともに、天然ガスを原燃料として、化学品から機能製品に至るまで、独自技

術によるユニークな製品を社会に提供してきました。 

 

  本プロジェクトへの参画によって、当社は、シェールガス開発・生産・販売による収益獲得

とともに、競争力を持つ LNG を原燃料として当社の国内工場に供給することにより、当社国内

事業の競争力強化を図ります。 

    

2.2.2.2.    設立する子会社の概要設立する子会社の概要設立する子会社の概要設立する子会社の概要    

    

 （1） 商        号  MGC Montney Holdings Limited 

 （2） 代   表   者  酒井 幸男 （当社 代表取締役専務執行役員） 

 （3） 所   在   地  カナダ ブリティッシュ・コロンビア州バンクーバー 

 （4） 設    立   2014 年 12 月 

 （5） 事 業 内 容  JML 社への投資 

 （6） 資   本   金   約 96 億円 

 （7） 出 資 比 率  当社 100％ 

 

 

3.3.3.3.    業績に与える影響について業績に与える影響について業績に与える影響について業績に与える影響について    

    

  本件が平成 27年 3月期の当社連結及び個別業績に与える影響は軽微です。 

 

以 上 

  



 

 - 3 - 

 

＜参考＞ 

 

1.シェールガス開発・生産プロジェクト（上流）の概要 

鉱区所在地    ： カナダ ブリティッシュ・コロンビア州ノース・モントニー地域 

オペレーター   ： PETRONAS 社 

現況       ： 天然ガスを生産し、AECO 市場（※）にて販売中 

（※）AECO 市場＝西カナダにおける主要ガス市場 

 

2.LNG プロジェクト（中流）の概要 

プラント候補地  ： カナダ ブリティッシュ・コロンビア州プリンス・ルパート レルー島 

オペレーター   ： PETRONAS 社 

LNG 生産量         :  年産 1,200 万トンを予定（※） 

生産開始     ： 2018 年末を予定（※） 

（※）オペレーター公表に基づく。 

なお、当初は2014年末の最終投資決定（FID）を目標としておりましたが、連邦政府の許認可の

遅れや建設費用の更なる削減に向けた協議の継続に伴う最終投資決定の延期が、JAPEX社より公表

されております。 

 

3.新たに設立する子会社（MML 社）の出資先企業の概要 

 

JAPEX Montney Ltd. （JML 社） 

所在地  ： カナダ アルバータ州カルガリー 

代表者  ： 渡辺 修（JAPEX 社 社長） 

株主構成 ： JAPEX 社（45％）、独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構（45％）、 

MML 社（10％） 

※株主構成は MML 社出資後のものです。 


